
 
 

 

デジタル教科書・教材を用いた言語力、思考力を育てるための方法（その１） 

小学部高学年グループ  佐渡 雅人・太田 康子・青田 豊樹・吉野 賢吾 
 
小学部では７月から高学年（５、６年生）全員にタブレットを配布し、デジタル教科書を使用した授業を始

めている。教員側としては、今までもパソコンやタブレットで教材を作成し授業に用いてはいたが、児童がタ

ブレットをもって授業に臨むことは初めてのことである。まだタブレットを導入して半年ではあるが、その効

果と課題について現段階での様子を報告したい。 

また、近年人工内耳装用児童がかなり増加していることをうけ、人工内耳装用児に対してのタブレットの有

効活用についても実践し報告していきたいと考えている。 

 

キー・ワード：デジタル教科書 タブレット使用 人工内耳装用児の言語力・思考力を育てる 

 
1 はじめに

人工内耳装用・補聴器装用の２グループについて、

それぞれ小学部作成の言語力チェックリストから

「課題がある」「課題がない」グループに分け、デジ

タル教材（教科書）を使用してからの様子・言語活

動の様子を観察・調査し、比較することで、デジタ

ル教材のより良い使用法・教材作成の方法、指導法

などを探る。 

 
2 対象児

 小学部高学年グループ５，６年生２３名全員が対

象ではあるが、下記に示すターゲットとなる児童を

選択し、指導による変容を観察する。 

Table 1 ターゲットとなる児童 

 課題がある 課題がない 

人工内耳装用

児 

A、B、C、D G、H、I、J 

補聴器装用児 E、F K、L、M、N 

・表のように、各クラスから２～３名ずつ「授業に

興味関心が少なく、話を聞いていない（下を向いて

いる）ことが多い」「心情理解など抽象てきな理解が

苦手」など特徴的な児童を令和３年度に小学部で作

成したチェックリストから抽出し、４分類し観察調

査を行う。 

・中間層〈言語力に関して問題はないが、力がある

とは言い切れない〉は対象ではない。ただし、同時

に指導の様子を撮り、実態を把握しておく。 

・対象児 Cは漢字の細かいところの認知が弱いなど

別の課題もありそうなので、担任が今年度 WISC－Ⅳ

を実施する。 

 
3  研究計画

時期 研究 

１０月 ・研究計画作成 

・アンケートの実施（タブレットの操

作が好きか嫌いか） 

・教材（３作品）の作成 

１１月 ・指導１ ベースラインを設定。 

・指導２ 視覚的配慮をした教材を

作成し、指導を行う。 

◎指導助言者に研究経過とビデオを

提示し助言をもらう。 

１２月 ・指導３ 各クラスでターゲットに

なっている児童について調べる。 

チェックリストを再記入し、変化点を

検討する。 

１～３月 ・研究のまとめ 

・報告書作成 

 
4 高学年児童の実態

〈1〉対象児のタブレット使用の様子 

 課題がある 課題がない 

人工内耳装用

児 

AA、B、C、D G、HH、 、  

補聴器装用児 E、F K、 、MM、  

網掛け太字はタブレットが苦手、白抜き字は大好き 
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（3）指導案の例 

 

6 結果

本文中心授業と、漫画リライトで内容をつかんで

からやりとりする授業について下記表のように比較

した。 
通常の授業 
〈教科書本文中心〉  
テーマ「命」 

＜視覚的配慮（漫画） 
を用いた授業 

 
授業テーマ「誠実・約

束」 
「命命」」  
団団地地でで犬犬をを飼飼っっててははいい

けけなないいここととはは原原則則的的なな

ルルーールルででああるる。。  
ししかかしし、、死死ににそそううなな子子犬犬

をを放放っってておおいいててルルーールル

をを守守るるここととはは適適切切なな態態

度度ななののかか  
 
児童 Aの様子 
・自宅で犬を飼ってい

る友達の意見に対し、

反応し質問をしてい

る。（積極的態度） 
・はじめはルールを守

らなくてはいけない

という意見であった

が、友達の意見を聞

き、次第に考える様子

が見られる。 
 
 
 
＜＜ゆゆれれてていいるる＞＞   
・最後は、子犬を団地の

子供全体で世話をす

るという意見になっ

たが、SKも「命が大
切だ」という考えに傾

いた。 

自自分分のの夢夢をを選選ぶぶべべきき

かか、、約約束束をを守守るるべべききかか  

誠誠実実なな態態度度ととはは  
  
 
 
 
 
 
児童 Aの様子 
・「手品師にとっては

最後のチャンスなん

だよ。」（自分の夢の

実現がまず大切） 
 
他の児童の意見 
・約束した男の子をい

っしょに連れて行け

ばいい。約束と自分

の夢を同時にかなえ

る方法を模索するよ

うな意見が多い。 
「「自自分分のの夢夢のの実実現現」」

とといいうう自自分分ななりりのの原原

則則かからら離離れれるるここととがが

難難ししいい。。  
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  本文を読ませる従来の方法も、単に読ませるだけ

でなく、パワーポイントで本文を読みやすくするな

ど配慮を行っている。 
しかし、二つの方法の授業を展開してみた結果、

漫画にして内容を提示した方が児童の内容理解は早

く、テーマに沿って話し合う時間を十分にとること

ができた。本文提示方法であると、本文を読み取る

ことに半分（４５分授業であると２５分程度かそれ

以上）の時間を費やすことになり、期待される話し

合いや思考を深める時間を十分にとることが難しい

ことが実際であった。聾学校において、どの教科に

おいても自立活動として行われることが多い読解指

導は重要な課題であり、読む活動をないがしろにす

るべきではない。しかし、道徳は国語ではない。読

み取りだけでその時間を終わらせるのだけでは道徳

本来の「やりとり」をとおして、テーマについて考

える・他の人の考えを知る・わかるように説明する

などの言語活動を行う時間が少なくなってしまう。

絵を使った「漫画」「紙芝居」「絵本」などのような

方法をとることができれば、理解が早く道徳本来の

目的のために十分に時間を使うことができるという

ことが今回の実践で明らかにすることができたと思

われる。 
  
7 考察

視覚的な情報提示をする本授業展開で、内容をし

っかり把握できたことで言語的な課題がある児童 E
が自分から挙手して発言することができた。児童 E
は普段の授業の中では、理解できたことのみ発言す

ることが多く、全体で考える場面では発言すること

があまりなかった。これは、視覚的な配慮（絵）を

提示することで、話されている内容を理解し、本児

なりに考えた意見を積極的に表現することができた

ということであると考えられる。普段の授業では音

声を中心とした「会話中心」であるため、本児は内

容を理解することが精いっぱいで、思考まで進むこ

とができない状態にあると考えられる。また、思考

をまとめる時間も読解での時間が多く取られること

で少なくなってしまう。言語面での課題がある児童

を含む一斉指導では、視覚的な情報を多用すること

が望ましいのではないかと思われる。 
児童 E の授業参加も見られたように、会話量が、
クラス全体でかなり増えている。これは、内容を漫

画という視覚的な情報にリライトすることにより、

文章ではなかなか内容を理解が難しかった本児が内

容を理解することでやりとりに参加することができ

たということである。内容を理解させる工夫として、

漫画などの視覚的情報を教材作成し、デジタル化し

て提示することにより、教材の整理保管も容易にな

り、学部全体で共有することができる。 
パソコンで教材作成をする時代になって久しいが、

視覚的な情報をとにかく提示すればよいということ

ではなく、内容を理解させるための一助として用い、

内容理解の後は日本語でのやりとりを行うことで、

児童それぞれが自分の思考を文章で考えながら表現

したり、聞いたりすることで、日本語の力が伸びて

くのではないだろうか。 
児童 Aについても、傾聴態度が本授業展開におい
て格段に良くなり児童同士のやりとりにも積極的に

参加することができた。これは、本児の興味関心を

もとに選択した単元内容であったから成功したこと

は否めないが、子どもの興味に合わせるという＜実

態把握→教材選択→教材研究→指導→評価（実態把

握）＞いうようなフィードバックしながらの指導が、

個別指導計画の中に反映され、展開していく今後も

必要だと考えている。 
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